
◎
来
年
４
月
採
用
職
員

●
申
し
込
み

月
８
日
昇
～

１１

１６

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
、
受
験
申
込
書
を

持
参
か
郵
送（
必
着
）で
人
事
課

（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不

４４６
要
）へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
課
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
配
布
。

※
任
期
付
職
員
お
よ
び
同
短
時
間

勤
務
職
員
の
採
用
期
間
は
、
１

年
ご
と
に
更
新
し
最
長
３
年
。

■
正
規
職
員（
事
務
職（
電
気
））

●
採
用
予
定
人
数

１
人
程
度

●
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２

４１

日
以
降
生
ま
れ
で
、
４
年
生
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
ま
た
は
専

修
学
校
の
専
門
課
程
を
卒
業
、
ま

た
は
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
で
、
電
気
主
任
技
術
者
３
種
以

上
の
資
格
を
有
す
る
、
ま
た
は
来

年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人●
試
験
日

第
１
次
試
験
止

月
１２

４
日
掌（
筆
記
・
面
接
・
適
性
検

査
）
第
２
次
試
験
止
来
年
１
月

日
晶（
面
接
・
作
文
）

１３

■
任
期
付
職
員（
事
務
職
）

●
採
用
予
定
人
数

３
人
程
度

●
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２

３６

日
～

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５６

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
書
作

成
や
表
計
算
処
理
）が
で
き
る
人

●
試
験
日

月
７
日
昌
・
８
日

１２

昭（
面
接
・
作
文
）

■
任
期
付
職
員（
保
育
士
・
教
諭

職
）

●
採
用
予
定
人
数

人
程
度

１９

●
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２

３６

日
～

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５６

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
持
ち
、
実
務
経
験
が
あ
る
人

●
試
験
日

月
７
日
昌
・
８
日

１２

昭（
面
接
・
作
文
）

■
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

●
採
用
職

①
週

時
間
勤
務

３１

②
週

時
間
勤
務

３０

●
採
用
予
定
人
数

①
止
１
人
程

度

②
止

人
程
度

１８

●
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２

２９

日
～

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

６１

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
書
作

成
や
表
計
算
処
理
）が
で
き
る
人

●
試
験
日

月
９
日
晶（
面
接
・

１２

作
文
）

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

◎
緊
急
雇
用
対
策
臨
時
職
員

●
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
１１

月
１
日
現
在
、
安
城
市
内
在
住

②
平
成

年

月
１
日
以
降
に
、

１９

１０

企
業
の
雇
用
調
整
な
ど
に
よ
る

解
雇
な
ど
で
離
職
し
た

③
平
成

年
３
月
末
以
降
、
高
校
、

２０

各
種
専
門
・
専
修
学
校
、
大
学

な
ど
を
卒
業
し
、

月
１
日
現

１１

在
就
職
し
て
い
な
い

※
②
③
は
、

月
１
日
以
前
か
ら

１１

安
城
市
に
住
ん
で
い
る
人
の
み
。

※
外
国
人
は
日
本
語
で
の
日
常
会

話
・
読
み
書
き
が
で
き
る
こ
と
。

●
業
務
／
雇
用
期
間
／
勤
務
日

時
／
予
定
人
数

下
表
の
と
お
り

●
選
考
日

月

日
晶（
面
接
）

１１

１８

●
申
し
込
み

月
８
日
昇
～

１１

１６

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
履
歴
書
、
申
込
書

と
、
①施

被
災
し
た
こ
と
が
わ
か

る
も
の
と
本
市
に
提
出
し
た
登
録

票
、
②
③施

住
民
票
と
、
②
は
離

職
票
・
解
雇
通
知
な
ど
離
職
が
証

明
で
き
る
書
類
、
③
は
卒
業
証
明

書
を
持
っ
て
、
人
事
課
へ

※
①
は
証
明
で
き
る
も
の
が
な
い

場
合
は
、
聞
き
取
り
を
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
外
国
人
は
、
住
民
票
の
代
わ
り

に
転
入
日
の
記
載
さ
れ
た
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
が
必
要
。

●
そ
の
他

今
回
賃
金
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
失
業
手
当
受
給
者
な

ど
は
受
給
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

予定
人数勤務日時雇用期間業務

７人捷～晶
（抄を含む）

１２月１日昭～
来年５月３１日昭

びん・缶などの回収、
場内整理など

４人

捷～晶

明治緑道パトロール
清掃など

４人道路の補修・舗装、
側溝清掃など

来
年
４
月
採
用
職
員（
事
務
職
電
気
・
任
期
付
職
員
・
短
時
間
勤
務
職
員
）、

緊
急
雇
用
対
策
臨
時
職
員
を
募
集
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市
の
体
育
施
設
を
利
用
し
て
、

来
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
を

予
定
し
て
い
る
団
体
の
利
用
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象
　
　
人
以
上
の
参
加
者
を

１００

対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

（
市
内
団
体
を
優
先
）

●
申
し
込
み
　
　
月
８
日
昇
～
　

１１

３０

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
、
申
込
用
紙
を
市
体

育
館
へ

※
申
込
用
紙
は
同
館
で
配
布
。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

教
室
申
し
込
み
」と
明
記
の
上
、

同
協
会
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定

員
／
参
加
費
　
左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
昇
～
　

１１

１５

日
昇
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
直
接
か
郵
送
で
市
体

育
協
会（
市
体
育
館
内
／
〒
　－４４６

０
０
６
１
新
田
町
新
定
山
　－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
　
月
　
日
昇

１１

１５

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、
　
円
８０

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
３
期
）

参加費定員対象開始時間曜日教室名

２５００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

１７００円女性午後１時３０分木シェイプアップ

２８００円

一般

午後３時火太極拳

各
１７００円

午前１０時金

健康体操

エンジョイ
エクササイズ

２６００円４５組１歳６カ月～未
就園児とその親

親子からだあそび
とママエアロ

２５００円２５人
一般（初心者）

午後７時土ラージボール卓球

１７００円３０人午前１０時３０分火エアロビクス

１７００円４５人６０歳以上午後１時３０分
木

みんなで一緒に
ウェルビクス

各
３２００円

各
３０組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分ふれあい親子

２３００円１００人
小学４～６年生

午前９時３０分土陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

各
２９００円

７５人
午後６時

水バスケットボール

３０人小学４～
中学３年生

木バレーボール

３０００円３５人午後５時土

バドミントン 各
３４００円各

４０人

高校生以上午後７時火

女性

午前１０時

水

３０００円
女性（初心者）

金卓球

２６００円２０人木インディアカ

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間は来年１～３月。
※定員に達しないスクール・教室は、１１月２４日昭午前９時から再受け付け。

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
法
人
、
官
公
庁
、
個
人

●
そ
の
他
　
事
前
に
送
付
し
た
資

料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
青
色
申
告
決
算
説
明
会

●
と
き
　
　
月
　
日
晶
午
前
　
時

１１

２５

１０

～
正
午

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
青
色
申
告
者

●
そ
の
他
　
確
定
申
告
書
用
紙
な

ど
に
同
封
し
て
配
布
す
る「
青
色

申
告
決
算
書
用
紙
」を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

■
年
末
調
整
説
明
会

●
と
き
　
　
月
　
日
晶
午
後
１
時

１１

２５

平
成
　

年
分
青
色
申
告
決
算
お
よ

２３

び
年
末
調
整
説
明
会

■問
▼
刈
谷
税
務
署

（
緯〈
　
〉６
２
１
１
）

２１
　
　
市
市
民
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
４
）

７１

体
育
施
設
の
年
間
利
用
計
画

申
し
込
み
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安
城
文
化
協
会
が
、
郷
土
の
文

化
を
高
め
た
人
や
、
優
れ
た
創
作

活
動
を
し
た
人
た
ち
に
贈
る
文
化

功
労
賞
な
ど
の
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。
表
彰
式
は
　
月
３
日
抄

１１

に
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
安

城
文
化
賞
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
文
化
功
労
賞

後
藤
 紘
 （短
歌
／
山
崎
町
／
　
歳
）

ひ
ろ
し

７１

　
 沃
  野
 短
歌
会

よ
く
 
や

の
代
表
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り

会
の
発
展
と
会

員
の
育
成
に
努
め
、
数
々
の
歌
集

の
発
刊
や
文
学
誌
へ
の
出
詠
、
文

芸
大
会
や
広
報
誌
の
選
者
を
務
め

る
な
ど
文
芸
の
普
及
と
振
興
に
尽

力
し
た

■
文
化
協
会
賞（
個
人
）

石
川
 清
  幸
 （洋
画
／
高
棚
町
／
　

き
よ
 ゆ
き

６３

歳
）

永
井
 江
  美
  子
 （俳
句
／
榎
前
町
／

え
 
み
 
こ

　
歳
）

６３■
文
化
協
会
賞（
団
体
）

こ
や
ま
会（
箏
曲
／
代
表
小
山
 要
 
よ
う

 子
 ）
こ

■
文
化
奨
励
賞

鈴
木
 月
  子
 （洋
画
／
横
山
町
／
　

つ
き
 
こ

７０

歳
）

大
村
 小
 
し
ょ
う

 華
 
か

（
 房
  枝
 ）（
書
／
上
条
町

ふ
さ
 
え

／
　
歳
）

６３
鈴
木
 容
  華
 （ 洋
  子
 ）（
書
／
西
尾
市

よ
う
 
か
 

よ
う
 
こ

／
　
歳
）

５８
安
部
 欽
  子
 （書
／
里
町
／
　
歳
）

よ
し
 
こ

７３

大
参
 富
  士
  子
 （染
織
／
石
井
町
／

ふ
 
じ
 
こ

　
歳
）

５４山
本
 昌
  子
 （ち
ぎ
り
絵
／
別
郷
町

ま
さ
 
こ

／
　
歳
）

６０
長
谷
部
 項
  山
 （ 好
  司
 ）（
尺
八
／
桜

こ
う
 ざ
ん
 
こ
う
 
じ

井
町
／
　
歳
）

６１

■
文
化
振
興
賞

神
田
 宗
 
そ
う

 久
 
き
ゅ
う（
 喜
  久
  子
 ）（
茶
道
／
池

き
 
く
 
こ

浦
町
／
　
歳
）

８７

■
文
化
協
会
創
立
　
周
年
記
念
特

６５

別
賞

安
城
民
よ
う
保
存
会（
代
表
杉
浦

 正
  行
 ）

ま
さ
 ゆ
き

新
美
南
吉
に
親
し
む
会（
代
表
澤

田
 喜
  久
  子
 ）

き
 
く
 
こ

桜
井
 凧
 保
存
会（
代
表
天
野
 暢
  保
 ）

だ
こ
 

の
ぶ
 や
す

■問
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

　
市
内
約
５
万
４
０
０
０
件
の
水

道
利
用
者
に
、
２
カ
月
ご
と
に
配

布
す
る
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）」の
裏
面
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
な
ど

●
募
集
広
告
数
　
２
事
業
者

●
広
告
掲
載
期
間
　
来
年
４
月
～

平
成
　
年
３
月

２５

●
広
告
掲
載
料
　
　
万
円
以
上

１２

（
消
費
税
な
ど
を
含
む
）

●
提
出
書
類
　
①
申
込
書
　
②
会

社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

　
③
広
告
原
稿

※
①
は
水
道
業
務
課
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

配
布
。
提
出
さ
れ
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日

１１

昇
～
　
日
昇（
必
着
）午
前

１５

８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
提

出
書
類
を
持
参
か
郵
送
で
水
道
業

務
課（
〒
　
儿
８
５
０
１
住
所
記

４４６

載
不
要
）へ

■
外
国
人
登
録
制
度
廃
止
に
と
も

な
う
変
更
点

　
外
国
人
も
住
民
基
本
台
帳
法
の

適
用
対
象
と
な
る
た
め
、
次
の
変

更
点
が
あ
り
ま
す
。

①
日
本
人
と
同
じ
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
発
行
し
ま
す

②
ほ
か
の
市
町
村
へ
引
っ
越
す
場

合
、
住
所
変
更
の
届
け
出（
転

出
届
）を
し
、「
転
出
証
明
書
」の

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
証
明
書
は
引
っ
越
し
先
の
自

■
新
し
い
在
留
管
理
制
度
の
概
要

①
日
本
に
中
長
期
に
わ
た
り
適
法

に
在
留
す
る
外
国
人
に
、
在
留

カ
ー
ド（
特
別
永
住
者
に
は
特

別
永
住
者
証
明
証
）を
交
付

②
在
留
期
間
の
上
限
が「
３
年
」の

在
留
資
格
に
つ
い
て
は
、
上
限

が「
５
年
」に
な
る

③
み
な
し
再
入
国
許
可
制
度
を
導

入
④
外
国
人
登
録
制
度
を
廃
止

治
体
へ
転
入
届
を
提
出
す
る
際

に
必
要
で
す

●
そ
の
他
　
入
国
管
理
局
や
市
役

所
で
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場

合
や
、
残
留
期
間
が
満
了
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、「
住
民
票
」を
作

成
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い

■問
▼
市
民
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
１
）

７１
■問
▼
水
道
業
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
９
）

７１

文
化
功
労
賞
ほ
か
各
賞
を
決
定

来
年
７
月
に
入
管
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ（
検
針
票
）へ
の

広
告
掲
載
事
業
者
募
集

裏裏面に２枠を掲裏面に２枠を掲載載
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秋
晴
れ
の
日
、
南
知
多
へ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
名
鉄
河
和
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
左
手
に
三
河
湾
・
伊
勢

湾
を
見
な
が
ら
、
師
崎
を
経
由

し
、
名
鉄
内
海
駅
ま
で
の
　
キ
３０

ロ
あ
ま
り
の
コ
ー
ス
で
す
。
連

休
と
あ
っ
て
行
楽
の
車
も
多
く
、

安
全
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
が
、

所
々
の
港
に
立
ち
寄
っ
て
家
族

連
れ
の
釣
り
を
眺
め
た
り
し
な

が
ら
、
の
ん
び
り
進
み
ま
し
た
。

師
崎
か
ら
船
で
渡
っ
た
日
間
賀

島
で
は
、
海
の
幸
を
食
べ
に
来

た
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
行
程
の
後
半
は
向
か
い
風
に

な
り
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ま
し
た
が
、

終
点
の
内
海
で
温
泉
に
つ
か
っ

て
疲
れ
を
癒
し
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
季
節
の
に
お
い
や
太
陽
を
全

身
に
受
け
な
が
ら
走
る
自
転
車

の
爽
快
さ
は
、
車
で
は
味
わ
え

な
い
も
の
で
す
。
機
会
が
あ
れ

ば
皆
さ
ん
も
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

　
私
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
趣

味
と
し
て
始
め
て
、
３
年
余
り

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
歩

行
者
か
自
動
車
運
転
者
の
立
場

で
見
て
い
た
の
で
す
が
、
自
転

車
に
乗
っ
て
み
て
気
付
く
こ
と

の
ひ
と
つ
が
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
な
い
自
転
車
が
多
い

こ
と
で
す
。
市
内
の
道
を
、
横

二
列
で
走
っ
て
く
る
中
学
・
高

校
生
や
、
信
号
無
視
・
右
側
通

行
の
大
人
た
ち
を
時
々
見
か
け

ま
す
。

　
最
近
、
自
転
車
に
よ
る
死
亡

事
故
・
重
大
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
先
月
、
愛
知
県

警
で
一
斉
に
自
転
車
取
り
締
ま

り
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
信
号

無
視
・
二
人
乗
り
・
ブ
レ
ー
キ

を
は
ず
し
た
改
造
自
転
車
で
の

走
行
な
ど
、
　
件
の
摘
発
と
　

３１

６０８

件
の
警
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
城
市
は
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル

シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
、
安
全
で
快

適
な
自
転
車
道
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
転
車

に
乗
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
、

最
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
副
市
長

新
井
　
 博
文
 

ひ
ろ
み

　
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
歩
行
者
の
通
行
障
害
を
引
き

起
こ
し
た
り
、
街
の
美
観
を
損
ね

た
り
し
て
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
を
な
く
す
に
は
、

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必

要
で
す
。
自
転
車
駐
車
場
や
預
か

り
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

標
語
糸
困
り
ま
す
！
　
自
転
車
置

き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り

■
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
す
る
と

き
は

①
通
路
・
入
口
付
近
へ
の
駐
車
や

割
り
込
み
は
せ
ず
、
整
理
し
て

置
き
ま
し
ょ
う

②
場
内
に
係
員
が
い
る
と
き
は
指

示
に
従
い
ま
し
ょ
う

③
場
内
に
長
期
間
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
な
ど
は
移
動
・
撤
去
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

④
自
転
車
に
は
、
必
ず
防
犯
登
録

を
し
、
駐
車
す
る
と
き
は
、
盗

難
防
止
の
た
め
二
重
に
施
錠
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域

　
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
、
名
鉄
新
安
城
駅
・

南
安
城
駅
周
辺
は
「
自
転
車
等
放

置
禁
止
区
域
」
で
す
。
禁
止
区
域

内
の
道
路
や
歩
道
に
、
自
転
車
な

ど
を
放
置
で
き
ま
せ
ん
。
放
置
さ

れ
た
自
転
車
な
ど
は
、
即
日
移
動

さ
れ
、
返
還
に
は
１
台
１
０
０
０

円
の
移
動
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
移
動
日
か
ら
　

日
た

６０

っ
て
も
引
き
取
り
の
な
い
も
の
は

処
分
し
ま
す
。

■
自
転
車
の
処
分
は
正
し
く

　
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
む
か
、

粗
大
ご
み
処
理
券
を
購
入
し
て
処

分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
共

の
場
所
に
捨
て
た
り
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
置
い
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

自
転
車
に
乗
っ
て
見

え
た
も
の

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
７
）

７１

　
月
は
放
置
自
転
車

１１ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

市市内の多くの市内の多くの小小学校では、児童学校では、児童にに自転車ルールを指自転車ルールを指導導
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（
安
城
西
中
）、稲
葉
 太
  郎
 （同
）、永

た
 
ろ
う

野
 真
  弥
 （同

ま
 
や

）、稲
垣
 里
  歩
 （同
）、清

り
 
ほ

水
 菜
  々
  子
 （同
）、長
島
え
み（
桜
井

な
 
な
 
こ

中
）、都
築
 紗
  穂
 （同
）、稲
垣
 広
  基
 

さ
 
ほ
 

ひ
ろ
 
き

（
同
）、服
部
 雅
  史
 （東
山
中
）、下
條

ま
さ
 
し

 幸
  穂
 （安
祥
中
）、佐
藤
 未
  侑
 （同
）、

ゆ
き
 
ほ
 

み
 
ゆ

前
田
 賢
  士
  郎
 （篠
目
中
）、天
野
 真
 

け
ん
 
し
 
ろ
う
 

ま

 帆
 （同
）、橋
本
 美
  香
  子
 （同
）

ほ
 

み
 
か
 
こ

■
特
選（
３
点
）

水
野
 嘉
  子
 （安
城
南
中
）、畔
柳
 一
 

か
 
こ
 

い
ち

 佳
 （桜
井
中
）、安
藤
 香
  鈴
 （同
）

か
 

か
 
り
ん

■
入
選（
　
点
）

１７

浅
井
 省
 
し
ょ
う

 吾
 （安
城
南
中
）、原
 詩
  歩
 

ご
 

し
 
ほ

（
同
）、戸
田
 佳
  菜
  美
 （安
城
北
中
）、

か
 
な
 
み

加
藤
さ
や
か（
安
城
西
中
）、石
川

 航
  己
 （同
）、内
野
 亜
  美
 （同
）、古
市

こ
う
 
き
 

あ
 
み

 陽
  菜
  乃
 （同
）、杉
浦
 佑
  知
 （桜
井

ひ
 
な
 
の
 

ゆ
う
 
ち

中
）、加
藤
 実
  奈
 （同
）、岡
田
 和
  花
 

み
 
な
 

わ
 
か

（
同
）、足
立
 貴
  洋
 

た
か
 ひ
ろ

（
同
）、榊
原
 百
  華
 

も
も
 
か

（
同
）、山
田
 明
  日
 

あ
 
す

 香
 （東
山
中
）、稲

か垣
 由
  真
 （安
祥
中
）、

ゆ
 
ま

近
藤
 玲
  奈
 （同
）、

れ
い
 
な

廣
住
 礼
  美
 （篠
目

あ
や
 
み

中
）、 木
  舩
  颯
  太
 

き
 
ぶ
ね
 
そ
う
 
た

（
同
）

■
佳
作（
　
点
）

２０

酒
見
 桜
 
さ
く
ら

 子
 （安
城

こ

北
中
）、松
永
 直
  大
 

な
お
 
と

（
同
）、市
野
 満
  梨
 

ま
 
り

 奈
 （同
）、祢
宜
田

な 悠
  平
 （明
祥
中
）、

ゆ
う
 へ
い

早
川
 里
  乃
 （同
）、

り
 
の

杉
浦
 惇
 
じ
ゅ
ん

 希
 （同
）、

き

 
井
良
 絵
  里
  奈
 

え
 
り
 
な

　
中
学
１
年
生
を
対
象
に
募
集
し
、

１
３
９
５
点
の
応
募
作
品
が
あ
り

ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
　
月
３
日
抄
か

１１

ら
、
各
地
区
公
民
館
で
１
週
間
ず

つ
展
示
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。ま

た
、
特
選
の
３
点
は
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
の
審
査
に
応
募
し
ま
す
。

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

入賞作品展示対象中学校ところと　き

安城北・東山・篠目
中部公民館１１月３日抄

　～１０日昭

北部公民館
１１月１１日晶
　～１７日昭

安城南・桜井・安祥昭林公民館
明祥・安城西西部公民館

安城北・東山・篠目作野公民館
１１月１８日晶
　～２４日昭

安城南・桜井・安祥安祥公民館
明祥・安城西二本木公民館

安城北・東山・篠目東部公民館
１１月２５日晶～
１２月１日昭

安城南・桜井・安祥桜井公民館
明祥・安城西南部公民館

市内全中学校文化センター１２月２日晶
　～８日昭

※１１月４日晶・７日捷・１４日捷・２１日捷・２４日昭・２８日捷は休館。

■問
▼
行
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
８
）

７１

歩
行
に
不
安
を
持
つ
　
歳
以
上
の

６５

人●
定
員
　
８
人
程
度（
先
着
順
）

●
費
用
　
１
０
０
０
円

●
申
し
込
み
　
　
月
７
日
捷
～
　

１１

１５

日
昇
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
松
掌
を
除
く
）に
、
市
保
健

１５セ
ン
タ
ー
へ

●
と
き
　
　
月
６
日
昇
～
来
年
３

１２

月
　
日
晶
の
毎
週
昇
晶
午
後
１
時

１６
～
３
時（
　
月
　
日
、
１
月
３
日

１２

３０

を
除
く
全
　
回
）

２７

●
と
こ
ろ
　
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー●
内
容
　
高
齢
者
用
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
使
っ
た
運
動
。
理
学
療

法
士
な
ど
が
手
伝
い
ま
す

●
対
象
　
介
護
保
険
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、

転
ば
ぬ
先
の
筋
ト
レ
教
室

参
加
者
を
募
集

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

　
自
転
車
購
入
費
補
助
金
の
交
付

申
請
に
必
要
な
講
習
で
す
。
補
助

の
詳
細
は
、
本
紙
４
月
１
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
①
　
月
　
日
松
午
前
　

１１

１９

１０

時
～
　
時
　
分
　
②
　
月
　
日
掌

１１

３０

１２

１８

午
前
　
時
～
　
時
　
分
　
③
　
月

１０

１１

３０

１２

　
日
掌
午
後
１
時
　
分
～
３
時

１８

３０

●
と
こ
ろ
　
①
止
市
民
会
館
、
②

③
止
桜
井
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
　
①
止
　
月
　
日
昌

１１

１６

ま
で
、
②
③
止
　
月
　
日
昭
ま
で

１２

１５

に
、
電
話
で
都
市
計
画
課（
松
掌

抄
を
除
く
）へ

自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

■問
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
３
）

７１

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
決
定

水野嘉子さんの作品畔柳一佳さんの作品安藤香鈴さんの作品
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は
、
自
分
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の

人
と
の
関
係
に
お
い
て
、
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
す
。

　
一
人
で
問
題
を
抱
え
込
み
、
悩

ん
で
い
る
と
ま
す
ま
す
つ
ら
く
苦

し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず

誰
か
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
女
性
悩
み
ご
と
相
談

●
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
昌
午
前

　
時
～
午
後
４
時

１０●
と
こ
ろ
　
市
役
所
相
談
室

■
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

●
と
き
　
　
月
　
日
捷
～
　
日
晶

１１

１４

１８

午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時
、
　

３０

１１

月
　
日
松
・
　
日
掌
午
前
　
時
～

１９

２０

１０

午
後
５
時

●
内
容
　
女
性
の
人
権
問
題
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
　
相
談
専

用
電
話
止
緯
０
５
７
０（
　
）　
０７０
８１０

●
問
い
合
わ
せ
　
名
古
屋
法
務
局

人
権
擁
護
部（
緯
　〈
　
〉８
１
１

０５２
９５２

１
）

■
　
月
　
日
松
～
　
日
晶
は「
女

１１

１２

２５

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間

　
暴
力
は
、
加
害
者
・
被
害
者
の

性
別
や
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な

関
係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
＝
Ｄ
Ｖ
）、性
犯
罪
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で

克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
は
、
な
ぐ
る
・
け
る
な

ど
の
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、

ど
な
る
・
ば
か
に
す
る
・
他
の
人

と
の
つ
き
あ
い
を
制
限
す
る
な
ど

の
精
神
的
暴
力
、
性
行
為
を
強
要

す
る
な
ど
の
性
的
暴
力
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
昨
今
は
、
若
年
層
の
男
女
間
に

お
け
る
暴
力
（
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
）
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
暴
力
を
認
め
な
い
」「
自
分
の

こ
と
を
大
切
に
す
る
」「
相
手
の
こ

と
も
大
切
に
す
る
」。こ
の
３
項
目

女
性
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１市
民
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
２
）

７１

３
時
　
分
　
⑤
イ
ベ
ン
ト
エ
ア
ロ

５０

（
簡
易
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
止
第
１

掌
午
後
３
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

●
定
員
　
①
～
④
止
各
　
人
、
⑤

１５

止
　
人（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

２５
●
そ
の
他
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
は
、
初
回
講
習
の
受
講
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

■
プ
ー
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
初
心

者
向
け
）

●
内
容
／
と
き
　
水
中
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
止
第
１
・
３
昌
、
第
２
・
４

晶
午
後
１
時
～
１
時
　
分
　
基
礎

３０

水
泳
指
導
止
第
１
・
３
晶
、
第
２
・

４
昌
午
後
６
時
～
６
時
　
分
３０

●
定
員
　
各
５
人（
先
着
順
）

　
施
設
使
用
料
だ
け

で
受
講
で
き
る
講
座

で
す
。
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
と
こ
ろ
　
市
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
費
用
　
施
設
使
用

料●
申
し
込
み
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
止
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
　
分
３０

前
か
ら
、
同
室
内
で
整
理
券
を
配

布
　
プ
ー
ル
止
当
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
　
　

●
内
容
／
と
き
　
①
ホ
ッ
と
ウ
オ

ー
ク
！（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基
本

指
導
）
止
第
１
～
４
昇
午
前
　
時
１１

～
　
時
　
分
　
②
 歩
 っ
と
♪
Ｌ
ｉ

ほ

１１

４５

ｆ
ｅ（
生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）
止
第
１
～
４
晶

午
前
　
時
～
　
時
　
分
　
③
ザ
☆

１１

１１

３０

フ
ォ
ー（
有
酸
素
運
動
な
ど
）
止
第

１
～
４
昌
午
後
３
時
～
３
時
　
分
５０

④
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ（
効
果
的
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）
止
第
２
～
４
掌
午
後
３
時
～

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

■問
▼
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉３
５
４
５
）

７５

●
採
用
日
　
来
年
４
月
１
日

掌●
採
用
予
定
人
数
　
４
人
程

度●
受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４

４１

月
２
日
～
昭
和
　
年
４
月
１

５６

日
生
ま
れ
の
人

●
試
験
日
　
第
１
次
試
験
止

　
月
　
日
晶（
筆
記
・
作
文
）

１１

２５

第
２
次
試
験
止
　
月
　
日
昌

１２

１４

（
面
接
）

●
申
し
込
み
　
　
月
２
日
昌

１１

～
　
日
昭
午
前
９
時
～
午
後

１０
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

受
験
申
込
書
を
持
っ
て
市
施

設
管
理
協
会（
市
役
所
西
庁

舎
内
／
緯〈
　
〉２
３
２
２
）へ

７５

※
試
験
実
施
要
項
、
受
験
申

込
書
は
同
協
会
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。


